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音
楽
の
夕
べ

津
軽
富
士
見
湖
桜
ま
つ
り
前
夜
祭手

づ
く
り
で
心
温
ま
る

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
・
開
幕

五
月
三
日
（
土
）、
富
士
見
湖
パ
ー
ク
お
祭

り
広
場
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
富
士
見
小
学
校

児
童
に
よ
る
獅
子
舞
が
披
露
さ
れ
、
野
木
保
育

園
児
た
ち
に
よ
る
「
開
会
の
こ
と
ば
」、
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
、
手
づ
く
り
の
桜
ま
つ
り

が
開
幕
し
ま
し
た
。

△さわやかな旋律で歌を披露するクレインコーラス

△前夜祭とまつり初日のステージでは、皆さんご存
知のサエラの二人がコンサート。ボーカルの菊地由
利子さんは鶴田町出身で、当日お父様の姿も会場に

桜
ま
つ
り
の
開
幕
に
先
立
ち
、
五
月
二
日
（
金
）
午
後
六
時
よ

り
、
国
際
交
流
会
館
ホ
ー
ル
に
お
い
て
「
桜
ま
つ
り
前
夜
祭
・
音

楽
の
夕
べ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
は
華
麗
な
撥
さ
ば
き
で

聴
衆
を
魅
了
す
る
「
鶴
田
町
太
鼓
の
会
・
五
ツ
太
鼓
」
の
演
奏
を

皮
切
り
に
、
野
木
保
育
園
児
に
よ
る
「
開
会
の
こ
と
ば
」
で
前
夜

祭
が
ス
タ
ー
ト
、
さ
わ
や
か
な
旋
律
で
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
奏
で
る

「
ク
レ
イ
ン
コ
ー
ラ
ス
」
の
歌
の
披
露
に
つ
づ
き
、「
サ
エ
ラ
」
に

よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か
れ
、
津
軽
を
テ
ー
マ
に
し
た
な
じ
み
深

い
曲
や
七
十
年
代
の
懐
か
し
い
ポ
ッ
プ
ス
の
メ
ド
レ
ー
曲
な
ど
を

次
々
に
披
露
し
、
聴
衆
を
魅
了
し
ま
し
た
。

第
三
回
を
迎
え
る
津
軽
富
士
見
湖

桜
ま
つ
り
が
、
五
月
三
日
（
土
）
〜

五
日
（
月
）
ま
で
開
催
さ
れ
、
桜
の

開
花
が
例
年
よ
り
九
日
ほ
ど
早
か
っ

た
に
も
関
わ
ら
ず
、
昨
年
を
二
千
人

も
上
回
る
一
万
九
千
人
が
来
場
し
、

桜
ま
つ
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。
今
回

も
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が

企
画
さ
れ
盛
り
上
が
り
を
み
せ
た
桜

ま
つ
り
と
な
り
ま
し
た
。
全
て
を
お

伝
え
で
き
ま
せ
ん
が
、
写
真
で
イ
ベ

ン
ト
の
模
様
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

開会式前には富士見小学校獅子舞が披露された

△丹頂の命名入選者へ命名証が渡された

▽保育園児たちによる演技

華
麗
な
撥
さ
ば
き
で
魅
了
・
五
ツ
太
鼓
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名
手
・
名
人
・
王
座
た
ち
が

奏
で
る
豪
華
舞
台

民
謡
＆
手
踊
り
＆
三
味
線

△手踊りと一戸平二さんの民謡

今今
年年
行行
わわ
れれ
たた
桜桜
まま
つつ
りり
イイ
ベベ
ンン
トト

○○
五五
月月
二二
日日
（（
金金
））

「
前
夜
祭
・
音
楽
の
夕
べ
」

【
会
場
／
国
際
交
流
会
館
】

・
五
ツ
太
鼓
・
ク
レ
イ
ン
コ
ー
ラ
ス

『
サ
エ
ラ
コ
ン
サ
ー
ト
』

○○
五五
月月
三三
日日
（（
土土
））

【
会
場
／
お
祭
り
広
場
特
設
ス
テ
ー
ジ
】

・
開
会
式
・
保
育
園
児
に
よ
る
演
技
・
サ

エ
ラ
コ
ン
サ
ー
ト
・
鶴
中
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

演
奏
・
鶴
中
三
味
線
ク
ラ
ブ
演
奏
・
津
軽

美
響
会
に
よ
る
大
正
琴
演
奏
・
登
山
囃
子

保
存
会
に
よ
る
登
山
囃
子
演
奏
・
生
き
生

き
ソ
ー
ラ
ン

【
会
場
／
鶴
の
里
ふ
る
さ
と
館
】

・
お
茶
（
瓜
田
社
中
）

○○
五五
月月
四四
日日
（（
日日
））

【
会
場
／
へ
ら
岬
・
津
軽
富
士
見
湖
】

・
第
二
十
三
回
全
国
へ
ら
鮒
釣
り
大
会

【
会
場
／
お
祭
り
広
場
特
設
ス
テ
ー
ジ
】

・
亀
田
獅
子
舞
保
存
会
獅
子
舞
・
舞
踊

（
文
化
協
会
）
・
五
ツ
太
鼓
・
へ
ら
鮒
釣
り

大
会
表
彰
式
・
津
軽
圭
助
一
行
＆
一
戸
平

二
の
民
謡
、
手
踊
り
、
三
味
線
の
共
演

【
会
場
／
鶴
の
里
ふ
る
さ
と
館
】

・写
真
展（
鶴
田
写
真
ク
ラ
ブ
）※
六
日
ま
で

○○
五五
月月
五五
日日
（（
月月
））

【
会
場
／
や
す
ら
ぎ
の
駐
車
帯
】

・
津
軽
富
士
見
湖
一
周
マ
ラ
ソ
ン
＆
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
大
会

【
会
場
／
お
祭
り
広
場
特
設
ス
テ
ー
ジ
】

・
第
２
回
「
鶴
の
舞
橋
」
全
国
カ
ラ
オ
ケ
　

大
会
予
選
・
五
ツ
太
鼓
、
本
町
婦
人
会
に

よ
る
踊
り
・
カ
ラ
オ
ケ
大
会
決
勝
・
『
Ｋ

Ａ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
歌
謡
シ
ョ
ー
』
・
カ
ラ
オ
ケ
大

会
成
績
発
表
＆
表
彰
式

県
民
謡
王
座
一
戸
平
二
さ
ん
（
鶴

田
町
文
化
協
会
会
長
）、
今
年
第
五

十
四
代
青
森
県
民
謡
王
座
に
輝
い

た
須
藤
か
す
み
さ
ん
ほ
か
、
テ
レ

ビ
な
ど
で
も
お
な
じ
み
の
山
上
進

さ
ん
が
三
味
線
・
尺
八
奏
者
と
し

て
出
演
し
、
豪
華
メ
ン
バ
ー
に
よ

る
共
演
と
な
り
、
会
場
に
は
大
き

な
声
援
が
飛
び
交
っ
て
い
ま
し
た
。

△野木保育園の園児たちによる開会のことば

五
月
四
日
（
日
）、

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、

津
軽
圭
助
さ
ん
一
行
と

一
戸
平
二
さ
ん
に
よ
る

民
謡
・
手
踊
り
・
三
味

線
の
共
演
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
ス
テ
ー
ジ
で

は
、
第
五
十
二
代
青
森

△三味線名手山上進さん△聴衆を楽しませながら歌う須藤さん △華麗に舞う小学生手踊り名人
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五
月
五
日
（
日
）、
第
十
回
津
軽
富

士
見
湖
一
周
マ
ラ
ソ
ン
大
会
＆
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
大
会
が
開
催
さ
れ
約
四
百
人
の

ラ
ン
ナ
ー
が
新
緑
の
美
し
い
湖
畔
を
駆

け
抜
け
ま
し
た
。

競
技
は
八
㌔
か
ら
一
・
五
㌔
ま
で
の

マ
ラ
ソ
ン
と
、
八
㌔
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

の
十
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
て
行
わ
れ
、
選

手
達
は
そ
れ
ぞ
れ
自
分
に
合
っ
た
ク
ラ

ス
に
エ
ン
ト
リ
ー
。
残
雪
の
岩
木
山
や

湖
畔
の
景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
、
思
い

思
い
の
ペ
ー
ス
で
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま

し
た
。

※
成
績
の
詳
細
は
十
二
頁
で
紹
介
。

風を切って爽快に
第１０回津軽富士見湖一周マラソン＆ウォーキング大会

第３回津軽富士見湖桜まつり第３回津軽富士見湖桜まつり

五
月
四
日
（
日
）、
第
二
十
三
回
津

軽
富
士
見
湖
全
国
へ
ら
鮒
つ
り
大
会
が

開
催
さ
れ
、
参
加
者
た
ち
が
自
慢
の
腕

を
競
い
合
い
ま
し
た
。

ヘ
ラ
ブ
ナ
釣
り
フ
ァ
ン
に
は
馴
染
み

の
こ
の
大
会
、
今
年
も
県
内
は
も
と
よ

り
東
北
・
関
東
地
方
か
ら
も
た
く
さ
ん

の
方
が
参
加
し
、
集
ま
っ
た
太
公
望
は

百
八
十
五
人
。
昨
年
秋
に
、
富
士
見
湖

で
発
生
し
た
魚
へ
の
被
害
で
、
大
会
が

ど
う
な
る
か
と
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、

午
前
五
時
三
十
分
の
競
技
開
始
と
と
も

に
そ
れ
ぞ
れ
の
ポ
イ
ン
ト
で
釣
果
が
上

が
り
、
関
係
者
一
同
ほ
っ
と
胸
を
撫
で

下
ろ
し
た
大
会
で
あ
り
ま
し
た
。

大
会
結
果
、
大
物
の
部
第
一
位
　
太

田
雅
憲
さ
ん
（
福
島
県
）
四
三
・
六
㎝
、

重
量
の
部
第
一
位
小
山
泰
城
さ
ん
（
弘

前
市
）
八
・
二
四
㌔
、
女
性
特
別
賞

日
景
フ
ミ
子
さ
ん
（
大
館
市
）。

腕
自
慢
の
太
公
望
が
集
う

第
二
十
三
回
津
軽
富
士
見
湖
全
国
へ
ら
鮒
つ
り
大
会

５
月
３
日
（
土
）、
鶴
の
里
ふ

る
さ
と
館
で
は
、
瓜
田
社
中
に

よ
る
お
茶
が
来
場
者
に
振
舞
わ

れ
ま
し
た
。
に
ぎ
や
か
な
会
場

と
は
別
に
、
静
寂
な
ふ
る
さ
と

館
で
の
お
も
て
な
し
は
、
来
場

さ
れ
た
皆
さ
ま
に
ひ
と
時
の
清

涼
感
を
与
え
ま
し
た
。

△大物の部で優勝した太田
さん（右）と重量の部で優
勝した小山さん（左）。おめ
でとうございます。

親
子
で
快
走
！
春
の
富
士
見
湖
は

爽
快
で
す
。（
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
）

△軽快にウォーキングしていますが、まだ　
まだ先は長いですね。（２㌔地点にて）

小
学
生
女
子
の
部
は
、
真
剣
勝
負

で
す
。

△オリンピックイヤーですね。聖火を持っ　　
てのゴールイン！

和
の
心
で
お
も
て
な
し

瓜
田
社
中
・
お
茶
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第２回第２回 鶴の舞橋全国カラオケ大会鶴の舞橋全国カラオケ大会
当日会場には約1,000人の聴衆が訪れました

八木橋清志さん（鶴田町）涙の優勝！！

桜
ま
つ
り
の
最
終
日
を
締
め
く
く
る

「
鶴
の
舞
橋
全
国
カ
ラ
オ
ケ
大
会
」
が
、

五
月
五
日
（
月
）、
お
祭
り
広
場
特
設

ス
テ
ー
ジ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
予
選

に
は
、
県
内
外
か
ら
、
の
ど
自
慢
た
ち

十
八
人
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、「
鶴
の
舞

橋
」
に
よ
る
熱
い
歌
の
バ
ト
ル
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
の
大
会
に
は
、「
鶴
の
舞
橋
」

を
歌
う
ご
本
人
、「
Ｋ
Ａ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
」
さ

ん
が
、
ゲ
ス
ト
審
査
員
と
し
て
出
演
し

て
い
た
だ
き
会
場
を
一
層
盛
り
上
げ
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

決
勝
進
出
の
六
人
の
中
に
鶴
田
町
の

方
が
二
人
残
り
、
出
場
と
と
も
に
会
場

の
声
援
も
ま
た
一
段
と
盛
り
上
が
る
ス

テ
ー
ジ
と
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
今
大
会
は
、
八
木
橋
清
志

さ
ん
（
鶴
田
町
）
が
見
事
優
勝
に
輝
き
、

表
彰
式
で
は
八
木
橋
さ
ん
の
目
に
涙

が
、
最
後
は
感
動
の
シ
ー
ン
で
幕
を
閉

じ
た
大
会
で
し
た
。

△レベルの高さに頭を悩ます審査員

△決勝進出者の６人。うち鶴田町の方は２人

▽特別ゲストＫＡＯＲＩさんの歌謡ショー
△前回優勝の石沢秀志さん。今回特別ゲスト
としてＫＡＯＲＩさんの「鶴の舞橋」を歌う

▽準優勝の木村　久さん（つがる市）

▽感動の表彰式、中野町長から祝福される八木橋さん

ひときわ大きな声援をあびる地元
の藤田義光さん

女性で唯一決勝に進出した
斉藤厚子さん（鶴田町）

鶴の舞橋全国カラオケ大会とは
成瀬昌平の歌う「鶴の舞橋」とＫＡＯＲ
Ｉの歌う「鶴の舞橋」の2曲で、カラオケ
を競い合う大会。


